
お問い合わせ

●萩陶芸家協会 事務局
〒758-8555
山口県萩市大字江向510　萩市商工振興課内
TEL. 0838-25-3638　FAX. 0838-26-0716
公式サイト（http://hagi-tougei.jp/）

●山口県立萩美術館・浦上記念館
〒758-0074 　山口県萩市平安古町586-1 
TEL. 0838-24-2400   FAX. 0838-24-2401 
公式サイト（http://www.hum.pref.yamaguchi.lg.jp/）

　「一楽、二萩、三唐津」と謳われて、茶陶の名窯として知られた萩焼の現在を、

現代陶芸における茶陶制作のなかに位置付ける展覧会です。現代における茶陶

の制作は、歴史的窯業地における素材や技術を受け継いだ伝統的表現性ばかり

でなく、日本陶磁の古典と見なされる桃山陶器やモダンデザインの造形性に

触発された、道具でありながらそれが立体造形であることを強く意識した作品

づくりとして展開されています。

　本展は、楽焼、萩焼、唐津焼など茶陶の現在を、「なり」「ころ」「ようす」といった

侘数寄の伝統的な美的価値基準はもとより、素材の物質性や革新的技術さらに

は茶事のイメージなど、現代社会における茶陶造形の多様性とともに紹介します。

［JR新山口駅（新幹線口）から、防長バスまたはJRバスをご利用の場合］
●「スーパーはぎ号」（約60分）で萩・明倫センター（終点）下車、徒歩約5分。
●「特急はぎ号」（防長バス：約70分）で萩バスセンター下車、徒歩約12分。

［山口宇部空港または萩・石見空港から、乗合タクシーをご利用の場合］
●萩近鉄タクシーで、約70～80分（利用前日までに要予約、TEL.0120-121-780）。

［JR山陰本線をご利用の場合］
●JR玉江駅下車、徒歩約20分。または萩循環まぁーるバス（西回り）で約30分。
●JR東萩駅下車、萩循環まぁーるバス（東回り）で約30分。

［自動車をご利用の場合］
●中国自動車道「美祢東JCT」経由で、小郡萩道路「絵堂IC」から約20分。
●山陰自動車道「三見IC」から約10分（R191沿い）。

交通アクセス
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観覧
無料

長 　次　郎
道　　　 入

初代 坂髙麗左衛門
初代 三輪　 休雪
五代 三輪　 勘七
川喜田半泥子
荒川　 豊藏

十二代 坂倉 新兵衛
三輪　 休和
金重　 陶陽
加藤 唐九郎
三輪　 壽雪
岡部　 嶺男
加守田 章二
鈴木　 　藏
鯉江　 良二
栗木　 達介
前田　 正博

十五代 樂 吉左衞門
隠﨑　 隆一
前田　 昭博
三原　 　研
福島　 善三
山岡　 　徹
酒井　 博司
清水　 一二
清水　 圭一
市野　 雅彦

十四代 今泉今右衛門
加藤　 清和
津金  日人夢
佐藤　 典克
丹羽シゲユキ
和田　 　的
井上　 雅子
藤笠 砂都子
大石 早矢香
桑田　 卓郎
吉村　 茉莉

野坂　 康起
薮下　 康一
ペアソン・ニィルス・ベアティル

十二代 三輪　 休雪
清水　 啓功
波多野 善蔵
玉村　 松月
松浦　 無元
都野　 栖雲
守田　 唐七
岡田　 　裕
大和　 祐二
嶋本　 葉介
中村　 眞一
中原　 國輔
伊藤　 廣幸
兼田　 佳炎

十五代 坂倉 新兵衛
森野　 清和
小久保 凌雲
植草　 達郎
新庄　 貞嗣
金子　 信彦
三輪　 和彦
松尾　 邑華

十三代 田原 陶兵衛
納冨　 　晋
五十嵐 茂典
山根　 清玩
小野　 光龍
田中　 講平
内村　 幹雄
兼田　 昌尚
小田　 光治
大井　 正則
大和　 　潔
守繁　 　徹
岩﨑 真理子
金本　 明夫

樋口　 大桂
平野　 教道
大和　 　稔
中島　 大輔
水津　 和之
宮田　 佳典
大谷　 雅彦
アッヅォリ・エリック
船崎　 　透
吉野　 桃李
大和　 　努
上田　 敦之
野坂　 和左
伴　 　裕子
小川　 浩延
福光　 京子
玉村　 信一
坂倉善右衛門
金子　 　司
波多野 英生
佐久間 正和
三輪　 華子
森田　 　 之
間鍋　 竹士
金子　 　愛
厚東　 孝明
松浦　 洞心
岡田　 　泰
兼田　 知明
止原　 理美
松野　 創平
松尾　 優子
渋谷　 英一
納冨　 尚子
田原　 崇雄
坂倉　 正紘
大和　 佳太
（以上、敬称略）
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休館日｜12月4日月・12月18日月・年末年始（12月25日月～1月1日月㊗） 開館時間｜9：00～17：00（入場は16：30まで）
1月8日12月2日2017

平成29年
2018
平成30年土

月
㊗

主催｜萩陶芸家協会、山口県立萩美術館・浦上記念館
後援｜山口県、萩市、朝日新聞社、yab山口朝日放送
協賛｜カシワバラ・コーポレーション
やまぐち文化プログラム協賛事業


